
リフレックス

　
リ
フ
レ
ッ
ク
ス
は
浦
郷
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー

神
奈
川
県
横
須
賀

市

で
、
改
正
土
壌
汚
染
対
策
法
に

よ
り
新
設
さ
れ
た
「
汚
染
土
壌
処
理

業
許
可
」
を
取
得
し
た
。
同
プ
ラ
ン

ト
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
は
じ
め
水
銀
な
ど
土

壌
汚
染
対
策
法
指
定
の

物
質
を
処

理
で
き
る
コ
ー
ク
ス
ベ
ッ
ド
式
溶
融

炉
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
汚
染
さ
れ

た
土
壌
や
複
合
汚
染
に
も
対
応
可
能

で
、
処
理
能
力
は
一
日
当
た
り
１
２

０

で
あ
る
。

　
土
壌
は
約
１
６
０
０
度
Ｃ
の
高
温

で
溶
融
し
、
処
理
後
の
溶
融
ス
ラ
グ

は
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
。
Ｐ

Ｃ
Ｂ
汚
染
土
壌
の
処
理
業
許
可
取
得

は
首
都
圏
初
で
、
関
東
近
県
は
じ
め

全
国
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
来
て
い

る
。
同
プ
ラ
ン
ト
は

年
に
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
汚
染
土
壌
の
受
け
入
れ
を

開
始
。

年
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
汚
染
土
壌

も
受
け
入
れ
、
今
年
３
月
末
ま
で
に

指
定
区
域
外
の
汚
染
土
壌
約
２
万

を
処
理
す
る
。
連
絡
先
は
同
社
営
業

部

０
４
６
・
８
３
３
・
０
７
０

０

。

イーエス総合研究所

　
イ
ー
エ
ス
総
合
研
究
所
は
技
術
士

建
設
環
境

、
土
壌
汚
染
調
査
技

術
管
理
者
、
環
境
計
量
士
な
ど
を
有

し
、
土
壌
汚
染
の
調
査
・
分
析
・
研

究
を
行
っ
て
い
る
。
同
社
は
建
設
工

事
現
場
な
ど
で
発
生
す
る
自
然
由
来

の
重
金
属
汚
染
土
改
良
剤

不
溶
化

・
吸
着
剤

を
開
発
し
た
。

　
特
徴
は
、

経
済
性

ヒ
素
等
重

金
属
と
の
反
応
性
が
よ
く
少
量
添
加

で
不
溶
化
・
吸
着
効
果
を
発
揮

工

程

速
効
性
が
あ
り
工
程
短
縮
可
能

品
質

処
理
後
も
土
壌
と
し
て
の

性
状
を
残
し
施
工
が
容
易

安
全
性

汚
染
土
が
酸
性
や
ア
ル
カ
リ
性
で

あ
っ
て
も
同
剤
の
添
加
に
よ
り
水
素

イ
オ
ン
濃
度

ｐ
Ｈ

が
中
性
に
近

づ
き
、
処
理
後
も
重
金
属
溶
出
の
可

能
性
が
な
く
将
来
的
に
安
定
性
が
高

い

施
工
性

粉
体
の
た
め
汚
染
土

の
性
状
、
現
場
状
況
に
合
わ
せ
た
施

工
が
可
能

環
境

自
然
界
に
存
在

す
る
石
こ
う
や
ホ
タ
テ
貝
殻
を
主
成

分
と
し
、
環
境
リ
ス
ク
が
少
な
く
汚

染
土
を
盛
土
材
料
な
ど
に
有
効
利
用

で
き
る
。

関電ジオレ

　
汚
染
土
壌
処
理
に
は
従
来
、
埋
め

立
て
処
分
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が

と
ら
れ
て
き
た
。
関
電
ジ
オ
レ
は

「
洗
浄
」
と
「
熱
処
理
」
を
組
み
合

わ
せ
た
新
開
発
の
連
続
処
理
シ
ス
テ

ム

特
許
取
得
済
み

を
導
入
し
、

あ
ら
ゆ
る
汚
染
土
壌
に
対
し
て
、
低

コ
ス
ト
で
確
実
な
洗
浄
処
理
を
可
能

と
す
る
技
術
を
確
立
し
て
い
る
。
洗

浄
後
の
土
は
目
砂
や
地
盤
改
良
材
な

ど
に
再
利
用
可
能
で
、

％
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
を
達
成
す
る
。

　
同
社
は
調
査
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
事
業
も
行
っ
て
い
る
。
土
壌
汚
染

対
策
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
集
団

と
し
て
蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

駆
使
し
、
調
査
計
画
の
立
案
か
ら
現

地
調
査
、
分
析
、
評
価
ま
で
請
け
負

う
。
土
壌
汚
染
を
確
認
し
た
際
に

は
、
最
適
な
対
策
方
法
を
提
案
す

る
。
今
後
も
工
場
跡
地
な
ど
の
再
開

発
に
伴
う
土
壌
調
査
や
汚
染
土
壌
の

浄
化
事
業
に
よ
り
、
循
環
型
社
会
の

確
立
に
貢
献
し
て
い
く
。

チ
ョ
ウ
ビ
工
業

　
チ
ョ
ウ
ビ
工
業
は
汚
染
土
壌
浄
化
プ
ラ
ン
ト
の
運

営
を
通
じ
、
安
全
で
安
心
な
生
活
環
境
を
基
本
と
し

た
美
し
い
未
来
の
国
土
造
り
を
目
指
し
て
い
る
。
ま

た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
調
査
、
運
搬
、
処
理
に

至
る
ま
で
一
括
し
た
事
業
展
開
を
行
い
、
顧
客
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
。

　
同
社
の
洗
浄
プ
ラ
ン
ト
は
湿
式
磨
砕
洗
浄
処
理
方

式
を
採
用
し
て
い
る
。
最
大
処
理
能
力
は
１
時
間
当

た
り
１
２
０

。
大
量
の
汚
染
土
壌
を
短
時
間
で
浄

化
で
き
る
。
一
方
、
施
設
全
面
に
遮
水
シ
ー
ト
を
張

り
、
周
辺
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
る
。
同
時
に
敷

地
中
央
に
６
０
０
立
方

の
雨
水
貯
留
槽
を
設
置

し
、
降
雨
に
よ
る
敷
地
外
部
へ
の
汚
染
物
流
出
を
防

止
し
て
い
る
。

　
洗
浄
土
は
１
０
０
立
方

に
つ
き
１
回
特
定
有
害

物
質

種
類
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
い
、
安
全
性
を

確
認
し
た
上
で
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
。

環
テ
ッ
ク
ス

　
環
テ
ッ
ク
ス
は
混
迷
の
度
合
い
を
深
め
て
い
る
環

境
問
題
を
、
経
験
と
実
績
に
裏
付
け
さ
れ
た
独
自
の

技
術
を
背
景
に
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
解
決

す
る
環
境
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
。
こ
の
一

貫
し
た
業
態
に
よ
り
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
的
確
に
解
決
し
て
い
る
。

　
ま
た
豊
富
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
い
、
顧
客
と
優

良
な
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
や
適
正
処
理
会
社
と
を
つ
な

げ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
も
好
評
で
、
年
々
依
頼

件
数
が
増
加
し
て
い
る
。

　
な
か
で
も
汚
染
土
壌
対
策
で
は
、
湿
式
の
磨
砕
方

式
を
取
り
入
れ
た
浄
化
設
備
が
好
評
を
得
て
い
る
。

こ
の
設
備
は
大
量
の
汚
染
土
壌
を
短
期
間
で
浄
化
す

る
こ
と
が
可
能
で
、
洗
浄
水
は
循
環
利
用
で
き
る
。

動
力
は
電
力
の
み
で
低
コ
ス
ト
な
の
が
特
徴
。
汚
染

土
壌
対
策
法
許
可
処
理
施
設

洗
浄

に
も
対
応
し

て
い
る
。

　
改
正
土
壌
汚
染
対
策
法

改
正
土
対
法

が
施
行
さ
れ
て
ま
も
な
く
１
年
が
た

つ
。
調
査
義
務
対
象
は
従
来
の
特
定
施
設
廃
止
時
か
ら
、
３
０
０
０
平
方

以
上
の

土
地
形
質
変
更
時
に
な
る
な
ど
法
の
及
ぶ
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る
。
土
地
の
大
規
模

な
改
変
時
や
新
た
な
工
場
建
設
時
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
活
動
そ
の
も
の
を
行
う
上
で

土
壌
汚
染
の
リ
ス
ク
管
理
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

正
・
賛
助
会
員
を
募
集

日本汚染土壌処理業協会今春、活動スタート
　
今
春
、
汚
染
土
壌
処
理
業
者
が

集
ま
る
団
体
「
日
本
汚
染
土
壌
処

理
業
協
会
」
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。
同
協
会
は
昨
年
８
月
に
一

般
社
団
法
人
と
し
て
設
立
認
可
さ

れ
た
。
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
エ
コ
シ
ス
テ
ム

や
関
電
ジ
オ
レ
な
ど
の
入
会
が
決

ま
っ
て
お
り
、
汚
染
土
壌
処
理
業

の
許
可
取
得
企
業
を
正
会
員
、
建

設
業
や
運
輸
業
な
ど
を
賛
助
会
員

と
し
て
募
集
し
て
い
る
。

　
改
正
土
対
法
以
後
、
浄
化
施
設

が
増
え
「
処
理
の
厳
正
さ
に
差
が

出
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
」

同
協
会
事
務
局
と
い
う
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
同
団
体
で
は
汚
染

土
壌
処
理
の
自
主
基
準
の
策
定
、

処
理
料
金
の
適
正
水
準
維
持
な
ど

を
目
指
し
、
環
境
省
や
各
自
治
体

へ
の
提
言
を
目
指
し
て
い
る
。

有
力
企
業
の
技
術
・
製
品
（
順
不
同
）

土壌汚染対策ニーズ高まる適切なリスク管理
改
正
土
対
法
施
行
か
ら
１
年

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ３月９日 水曜日 　　

　
土
壌
汚
染
は
工
場
な
ど
で

揮
発
性
有
機
化
合
物

Ｖ
Ｏ

Ｃ

や
重
金
属
、
ポ
リ
塩
化

ビ
フ
ェ
ニ
ー
ル

Ｐ
Ｃ
Ｂ

な
ど
が
土
壌
に
漏
出
し
、
周

辺
環
境
や
人
の
健
康
に
影
響

を
及
ぼ
す
。
日
本
で
は
２
０

０
３
年
施
行
の
土
壌
汚
染
対

策
法
後
に
そ
の
リ
ス
ク
管
理

が
本
格
化
。
た
だ
所
有
者
の

自
主
的
な
調
査
に
よ
る
、
法

に
基
づ
か
な
い
土
壌
汚
染
の

発
見
増
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
浮
上
し
、
昨
年
４
月

に
大
幅
改
正
さ
れ
て
い
る
。

　
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
大
き

く
分
け
て
三
つ
と
な
る
。
一

つ
は
調
査
契
機
の
拡
大
で
、

３
０
０
０
平
方

以
上
の
土

地
形
質
変
更
時
、
過
去
の
利

用
状
況
も
踏
ま
え
調
査
が
義

務
付
け
ら
れ
た
。
二
つ
目
が

掘
削
除
去
の
偏
重
抑
制
。
汚

染
を
根
元
か
ら
除
去
す
る
掘

削
除
去
は
高
コ
ス
ト
で
、
不

適
正
な
処
理
に
よ
る
汚
染
拡

散
の
リ
ス
ク
も
あ
る
。
三
つ

目
が
搬
出
土
壌
管
理
の
強
化

で
、
汚
染
土
壌
の
搬
出
者
に

事
前
届
け
出
な
ど
の
規
制
が

掛
け
ら
れ
た
。

　
昨
年

月
に
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
土

壌
・
地
下
水
環
境
展
」
で
は

低
コ
ス
ト
な
オ
ン
サ
イ
ト
型

除
去
法
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ブ
ー
ス

な
ど
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

井
戸
へ
の
微
生
物
栄
養
剤
注

入
に
よ
る
浄
化
方
法
な
ど
技

術
開
発
も
進
展
し
て
い
る
。

改
正
以
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
つ
か
も
う
と
浄
化
施

設
は
飛
躍
的
に
増
え
受
注
競

争
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
。

「
最
近
は
安
値
受
注
す
る
業

者
と
比
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
」
と
、
あ
る
処
理
業
者
は

危
機
感
を
強
め
て
い
る
。
一

方
、
汚
染
土
壌
エ
リ
ア
の
不

動
産
の
再
生
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど

も
生
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
た
改
正
土
対
法
と
同
時

期
に
資
産
除
去
債
務
会
計
も

導
入
さ
れ
た
。
将
来
に
有
害

物
質
を
除
去
す
る
義
務
が
発

生
す
る
と
見
込
ま
れ
る
時
に

か
か
る
債
務
を
「
負
債
」
と

し
て
計
上
し
、
環
境
リ
ス
ク

の
程
度
を
明
確
化
す
る
も

の
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
企
業

に
は
経
営
リ
ス
ク
の
一
つ
と

し
て
土
壌
汚
染
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
適
正
な
対
策
を

講
じ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。


